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論文内容の要旨

本論文は，水生植物による資源生産型の水質浄化法の確立を目的に，有用植物の特性解明と形質向上に向けた育種

法について基礎的検討を行ったもので，緒論と本論 2 編からなる o 緒論及び本論の内容をまとめると以下の通りであ

る。

緒論では，既往文献を中心に水生植物による水質浄化の利点と課題についてまとめると共に，本研究の背景を明ら

かにしている。

第 1 編では，水生植物ウォルフィアの水質浄化能と資源生産能について検討している O

第 1 編第 1 章では，ウォルフィアの生育特性を検討し，幅広い環境条件に適応できること，さらに増殖形態にタン

ノfク質が，休眠形態にデンプンが豊富に含まれていることを明らかにしている。

第 l 編第 2 章では，ウォルフィアの栄養塩除去能を検討し，生育に伴う高い窒素・リン除去能が示され，汚濁河川

水及び下水二次処理水からの効率的な栄養塩除去が可能であることを明らかにしている。

第 1 編第 3 章では，水質浄化に伴うウォルフィア余剰植物体からのデンプン及びタンパク質回収について検討して

いる。その中で休眠形態の誘導条件を明らかにし，デンプン生産の最適条件を求めることで，本植物による資源生産

の実用性を示している D

第 2 編では，食料生産を兼ねた水質浄化への有効性が示されている水生植物パックブンの資源生産性を向上させる

ことを目的にした育種法について検討している D

第 2 編第 1 章では，パックブンの有価物生産に関する知見をまとめ，特に栄養価とペルオキシダーゼ生産に優れる

ことを示している。

第 2 編第 2 章では，パックブンの植物体再分化法と形質転換法を検討し，アグロパクテリウム法を利用した形質転

換法を確立し，水質浄化および資源生産効率化の可能性を示している。

論文審査の結果の要旨

本論文は，有用植物による資源生産を兼ねた水質浄化についてまとめたものであるo 既往研究のまとめと合わせて，
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有用植物の特性解明と形質向上のための育種法を検討し以下の成果を得ている。

(1 ) 微小水生植物ウォルフィアの生育特性を検討し，多様な環境に適応すると共に，本植物がタンパク質やデンプ

ンを豊富に含み，資源生産性に優れることを明らかにしている。

(2) ウォルフィアの旺盛な生育能を利用することで水中の栄養塩除去を行うことが可能であり，高い水質浄化能を

持つことを示した。さらに富栄養化した実環境水および下水二次処理水から窒素・リンを効率的に除去できる

ことを明らかにしている。

(3) デンプンを豊富に含むウォルフィア休眠形態の誘導要因を検討し最適休眠形態誘導条件を明らかにしているO

乙れによりウォルフィアを水質浄化に利用した際に生成する余剰植物体から効率的にデンプン生産を行えるこ

とを示し， ウォルフィアを用いた水質浄化を兼ねた資源生産システムを提案している。

(4) 高い水質浄化能とともに栄養素や有用酵素などの有用資源生産能に優れる水生植物パックブンの育種法を検討

し，節組織からの植物体再生法とアグロパクテリウム法を利用した形質転換法を確立し，有用形質の向上・改

変による水質浄化と資源生産の効率化への道筋を示している。

このように，本論文は，植物を利用した資源生産と水質浄化法の実用化・効率化に関する実験的検討を通じて，資

源循環型の汚水処理システムを提案している o

以上のように，本論文は環境工学および、水質管理工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文

として価値あるものと i忍める。
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